
日時 令和７年７月２３日（水）１３：００～１６：００ 

場所 美濃加茂市立西中学校 １年５組教室 

 

 

 

１ 日程 

  １３：００～ １３：１０ 所長挨拶 

  １３：１０～ １４：００ 説明及び協議Ⅰ 

  １４：１０～ １６：００ 説明及び協議Ⅱ 

 

２ 当日の内容及び持ち物について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 

小学校教育課程研究協議会【特別活動】 美濃・可茂教育事務所 

【全体主題】 

「指導と評価の一体化」を核とした授業改善・学習改善の在り方 

【グループ協議について】 

●グループ協議Ⅰ 

議題・題材を通した指導と評価の計画に係る研究協議 

・年間を通して学級活動⑴、学級活動⑵、学級活動⑶をどのように計画しましたか。 

 

●グループ協議Ⅱ  

学級活動⑴「学級や学校における生活づくりへの参画」の授業における工夫について

研究協議 

・児童が具体的に問題解決方法を集団で話し合い、合意形成したことについて協議し

ていく学級活動⑴にするためには、どのような授業改善・学習改善が必要ですか。そ

れにかかわって、どのような実践をなされましたか。 

※「美濃・可茂地区 小学校教育課程研究協議会 研究協議会テーマ一覧」記載 

 

 

●当日の持ち物 

１ 小学校学習指導要領解説（平成２９年告示） 特別活動編 

２ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」（小学校 特別活

動）（国立教育政策研究所教育課程研究センター 令和２年３月） 

３ みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動 小学校編 国立教育政策

研究所教育過程研究センター 

４ 掲載資料（美濃は HP 可茂は Plant）を印刷し、各自持参してください。 

５ グループ協議Ⅱで用いる資料（１０部） 

自分の実践を説明しやすくするため、テーマに関わる実践について「指導案」、

「指導と評価の計画(単元指導計画)」、「教材や実践の様子が分かる写真」などを任

意の様式で持参してください。 
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令和７年度

教育課程研究協議会

小学校・特別活動部会

令和７年７月２３日（水）
美濃教育事務所
可茂教育事務所

第６２回「国や社会に対する意識（６カ国調査）」

日本財団１８歳意識調査結果第６２回「国や社会に対する意識（６カ国調査）」

https://www.nippon-foundation.or.jp/who/news/pr/2024/20240403-100595.html

自分の国の
将来について
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はじめに

これまでの実践を

振り返ってみましょう

はじめに

「みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動(小学校編)」(教師用指導資料)（平成30年12月）p70
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流れ

（１）特別活動の意義

（２）学級活動（１）～（３）の内容と好事例

（３）キャリア・パスポートの活用と事例

特別活動の意義

Ｑ．特別活動が充実すると、
どのようなよさがある

と思いますか？

5
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特別活動の意義

（中略）一人一人の児童（生徒）が、

自分のよさや可能性を認識するとと

もに、あらゆる他者を価値のある存

在として尊重し、多様な人々と協働

しながら、様々な社会的変化を乗り

越え、豊かな人生を切り拓き、持続

可能な社会の創り手となることがで

きるようにすることが求められる。

学習指導要領 第４期教育振興基本計画

＜コンセプト＞

・２０４０年以降の社会を見据えた、

持続可能な社会の創り手の育成

・日本社会に根差したウェルビーイン

グの向上

※ウェルビーイング：身体的・精神的・社会的に

良い状態にあること。短期的な幸福のみならず、

生きがいや人生の意義などの将来にわたる持続

的な幸福を含む。

これからの時代を生きる児童たちに必要な資質・能力を育む

第４期教育振興基本計画 ｐ8

特別活動の意義

これからの時代を生きる児童たちに必要な資質・能力を育む

【教育に関連するウェルビーイングの要素】

自己肯定感 協働性心身の健康 幸福感

社会貢献意識
安全安心な

環境

学校や地域での

つながり
自己実現

多様性への

理解
利他性

サポートを

受けられる環境

参考：第４期教育振興基本計画パンフレット

7
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特別活動の意義

これからの時代を生きる児童たちに必要な資質・能力を育む

【ウェルビーイングに関連する全国学調での項目】
〇自己肯定感

・自分にはよいところがあると思う

〇自己実現

・将来の夢や目標を持っている

〇協働性 〇多様性への理解

・学級をよくするために互いの意見のよさを生かして解決方法を決める

〇学校や地域でのつながり

・地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う

【特別活動で育成を目指す資質・能力の３つの視点】

特別活動において育成すべき資質・能力（全体目標）

知識及び技能
多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となるこ

とについて理解し、行動の仕方を身に付けるようにする。

思考力、判断力
および表現力等

集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、
合意形成を図ったり、意思決定したりすることができるようにする。

学びに向かう力、
人間性等

自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団や社会
における生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、自己の生き方につい
ての考えを深め、自己実現を図ろうとする態度を育てる。

9
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特別活動と各教科との往還について

【特別活動を通じた学校生活全体の基盤づくり】
・学校、学級づくり（学校文化、学級文化の形成）
・人間関係形成能力の育成（コミュニケーションや合意形成など）
・社会参画や自己実現のために必要な力

【各教科等の学びを生かした特別活動の実践】
・各教科等で身に付けた資質・能力を特別活動の各活動の中で生かす
・自己の生活や進路、キャリアに学校での学びをどう生かすのかという振り返りを行う

往還 各教科等特別活動 往還

「みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動(小学校編)」(教師用指導資料)（平成30年12月）p28

学級活動について

【特別活動の内容】

学級活動 学校行事
児童会活動

生徒会活動

クラブ活動

（小のみ）
学級活動

学級活動(１) 学級活動(２) 学級活動(３)

「みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動(小学校編)」(教師用指導資料)（平成30年12月）p7
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学級活動について

★時間をとりますので

チェックしてみましょう

（１）学級や学校における生活づくりへの参画 

ア 学級や学校における諸問題の解決 

イ 学級内の組織づくりや役割の自覚 

ウ 学校における多様な集団の生活の向上 

（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

ア 基本的な生活習慣の形成 

イ より良い人間関係の形成 

ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 

エ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成 

（３）一人一人のキャリア形成と自己実現 

ア 現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲や態度の形成 

イ 社会参画意識の醸成や働くことの意義の理解 

ウ 主体的な学習態度の形成と学校図書館等の活用 

 

【学級活動の内容】

・小学校 １０項目

・中学校 １１項目

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 特別活動編ｐ46、47

協議１

資質・能力の向上につながる学習過程の明確化

事前から事後までを見通し、

振り返りを次の課題解決に生かす
小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 特別活動編ｐ45、46
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学級活動について

【特別活動の内容】

学級活動 学校行事
児童会活動

生徒会活動

クラブ活動

（小のみ）

学級活動(１) 学級活動(２) 学級活動(３)学級活動(１) 学級活動(２) 学級活動(３)

「みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動(小学校編)」(教師用指導資料)（平成30年12月）p7

学級活動（１）と（２）（３）の違い

過程 議題・題材 話合いの流れ

（
１
）

話合い活動を
通して
合意形成する

みんなで取り組み
たいこと、解決し
たいことなど

学級全員で「議
題」を決定

〇議題の確かめ
〇出し合う、分類
〇くらべ合う
〇まとめる（決める）
〇話合いのまとめ

（
２
）
・
（
３
）

話合いを生か
して
意思決定する

一人一人の課題

※（２）は生活上の課題
※（３）は将来を見通し
た生活や学習に関する
課題

教師が「題材」
を設定

〇つかむ

〇さぐる

〇見つける

〇決める

〇実行する

15
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学級活動（１）について

学級活動(１) 合意形成
学級や学校における生活づくりへの参画

【集団における合意形成で大切にすること】

同調圧力に流されることなく、批判的思考力をもち、他者の
意見も受け入れつつ自分の考えも主張できるようにすること

【合意形成のプロセスの例】

・新しい考えをつくる ・意見を合わせる

・優先順位を決める ・条件を付ける

・少しずつ全部行う ・共感的に理解し、譲る

・多数決を行う など
「みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動(小学校編)」(教師用指導資料)（平成30年12月）p52、53

学級活動（１）について

学級活動(１) 合意形成
学級や学校における生活づくりへの参画

② 出し合う

③ くらべ合う

④ まとめる（合意形成）

⑤ 先生の話

① 事前の指導

⑥ 事後の指導

【一つの議題に関わる流れ】

各場面でどのような指導が
必要かを確認

単
位
時
間

17
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学級活動（１）について

学級活動(１) 合意形成
学級や学校における生活づくりへの参画

① 事前の指導

〇自分たちの生活から問題を見付ける。

○計画委員会（司会グループ）を開いて、教師の
適切な指導の下、議題の選定等を行う。

〇全員の了承を得た上で議題を決定する。

「みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動(小学校編)」(教師用指導資料)（平成30年12月）p44～49

学級活動（１）について

学級活動(１) 合意形成
学級や学校における生活づくりへの参画

② 出し合う

小学校特別活動映像資料 学級活動（１）の指導の工夫〈学級会編〉 https://www.youtube.com/watch?v=0Xb1XnKG-GM

19
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学級活動（１）について

学級活動(１) 合意形成
学級や学校における生活づくりへの参画

② 出し合う

〇理由を伝えられるようにする。
○分からないことを質問する。
○意見を分類・整理する。

「みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動(小学校編)」(教師用指導資料)（平成30年12月）p51

学級活動（１）について

学級活動(１) 合意形成
学級や学校における生活づくりへの参画

③ くらべ合う

〇友達の発言をよく聞く。

〇賛成や反対の理由をくらべる。

「みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動(小学校編)」(教師用指導資料)（平成30年12月）p52、53
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学級活動（１）について

学級活動(１) 合意形成
学級や学校における生活づくりへの参画

④まとめる（合意形成）

〇少数意見も大切にする。
〇提案理由や決まっていることを踏まえる。
○学級全体のことを考える。

「みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動(小学校編)」(教師用指導資料)（平成30年12月）p52、53

学級活動（１）について

学級活動(１) 合意形成
学級や学校における生活づくりへの参画

④まとめる
（合意形成）

小学校特別活動映像資料 学級活動（１）の指導の工夫〈学級会編〉 https://www.youtube.com/watch?v=0Xb1XnKG-GM
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学級活動（１）について

学級活動(１) 合意形成
学級や学校における生活づくりへの参画

⑤ 先生の話

〇計画委員会に対して称賛する。
○学級会のよかった点や次への課題を確認する。
○実践への意欲付けを行う。

「みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動(小学校編)」(教師用指導資料)（平成30年12月）p10、11

学級活動（１）について

学級活動(１) 合意形成
学級や学校における生活づくりへの参画

⑥ 事後の指導

〇役割を分担し、全員で協力して実践する。

○互いのよかったところやがんばったところなどを
伝え合う。

⇒好ましい人間関係を築くことができるようにする。
⇒次の活動に向けての意識付けをする。

「みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動(小学校編)」(教師用指導資料)（平成30年12月）p59
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26



2025/7/23

14

学級活動（１）について

出し合う

まとめる

くらべ合う

先生の話

学級活動（１） 合意形成

学級や学校における

生活づくりへの参画

く
ら
べ
合
う

学級活動（１）について

27
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学級活動（１）について

学級活動（１）について
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休 憩・・・

学級活動（３）について

学級活動(3) 意思決定
一人一人のキャリア形成と自己実現

【意思決定とは】

ある目標達成のために、様々な手段を考察、分析し、
その中の一つを選択決定すること

【学級活動（3）における意思決定とは】

個々の児童の将来に向けた自己実現に関わるもので、
一人一人の主体的な意思決定に基づく実践にまでつなげ
ることをねらいとしている。

「みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動(小学校編)」(教師用指導資料)（平成30年12月）p82
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学級活動（３）について

学級活動(3) 意思決定
一人一人のキャリア形成と自己実現

② つかむ

③ さぐる

④ 見つける

⑤ 決める（意思決定）

① 事前の指導

⑥ 事後の指導

【一つの題材に関わる流れ】

各場面でどのような指導が必要
かを確認

単
位
時
間

学級活動（３）について

学級活動(3) 意思決定
一人一人のキャリア形成と自己実現

① 事前の指導

〇ポートフォリオ的な教材（キャリア・パスポート）や事前
アンケート等を活用して、学級や児童の実態を的確に
つかむ。

〇児童一人一人の思いや考えを事前に調査する。

⇒児童が自己の課題として、真剣に目標や達成方法な
どを意思決定できるような題材かを検討する。

「みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動(小学校編)」(教師用指導資料)（平成30年12月）p16、17
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学級活動（３）について

学級活動(3) 意思決定
一人一人のキャリア形成と自己実現

② つかむ

〇アンケート結果等を可視化する。
〇指示の仕方を工夫する。

〇気付いたことを話し合い、自分事として捉えられ
るようにする。

小学校特別活動映像資料 学級活動（３）の指導の工夫 https://www.youtube.com/watch?v=_TUti-GTDYA

学級活動（３）について

学級活動(3) 意思決定
一人一人のキャリア形成と自己実現

③ さぐる

〇「キャリア・パスポート」などを活用し、これまでの
自分を振り返る。

〇自分の成長や頑張りに気付く。
〇なりたい自分の姿を明確にする。

小学校特別活動映像資料 学級活動（３）の指導の工夫 https://www.youtube.com/watch?v=_TUti-GTDYA
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学級活動（３）について

学級活動(3) 意思決定
一人一人のキャリア形成と自己実現

④ 見つける

〇実践の内容や方法について話し合う。
〇出された考えを分類・整理する。
〇多様な考えを共有し、発想を広げる。

小学校特別活動映像資料 学級活動（３）の指導の工夫 https://www.youtube.com/watch?v=_TUti-GTDYA

学級活動（３）について

学級活動(3) 意思決定
一人一人のキャリア形成と自己実現

小学校特別活動映像資料 学級活動（３）の指導の工夫 https://www.youtube.com/watch?v=_TUti-GTDYA
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学級活動（３）について

学級活動(3) 意思決定
一人一人のキャリア形成と自己実現

⑤ 決める（意思決定）

〇自分に合った具体的な目標を決める。
〇実践への強い意欲をもてるようにする。

小学校特別活動映像資料 学級活動（３）の指導の工夫 https://www.youtube.com/watch?v=_TUti-GTDYA

学級活動（３）について

学級活動(3) 意思決定
一人一人のキャリア形成と自己実現

⑥ 事後の指導

〇児童同士の感想を共有する。
〇教師による励ましや評価を伝える。

⇒児童一人一人が前向きに考えられ
るようになり、次の課題解決への意
欲につながるようにする。

「みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動(小学校編)」(教師用指導資料)（平成30年12月）p16、17
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学級活動（２）（３）について

導入時のレーダーチャートを活用

「ワードクラウド機能」を活用した「キーワード化」

学級活動（３）キャリア・パスポートの効果的な活用

議題：「小学校最後の〇〇スポーツフェスティバルについて考えよう」

                          （3）ア：現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲や態度の形成

５年次Ａ児の
キャリア・パスポート

① 仲間と全力で走りきった
（喜び）。

② 声を仲間にかけられな
かった（後悔）。

③ 準備で助けてもらった
（嬉しい・またみんなと
頑張りたい）。

５年次から今までのＡ児の

キャリア・パスポート

① 係活動に責任をもって取り組んだり、学

級をよりよくしたいという思いを大切に
進んで企画を考えた。

② 校外学習やキャンペーン等、みんなで一
つのことに向かって全力で頑張る楽しさ
を実感した。

③ 地域の方に進んで挨拶をすることは気持
ちがいい。地域の一員として、進んで挨

拶をすることを仲間を広めていきたい。

６年生Ａ児のキャリア・パスポート

① 下級生の手本になりたい。

② 今年も友達と全力で取り組み、楽
しみたい。

③ 地域の方や中学生などみんなで協
力して取り組みたい。中学生のよ
うに（憧れる自己のイメージの獲

得）自分から手伝えることは声を
かけて仕事をしていきたい。（勤
労を重んじて目標に向かって努力

する態度の育成）

過去
現在

未来
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学級活動（３）キャリア・パスポートの活用

参考：岐阜県教育委員会ホームページ

学級活動（３）キャリア・パスポートの活用

参考：岐阜県教育委員会ホームページ

外国人児童生徒のための
キャリアガイドブック

https://www.pref.gifu.lg.jp/uploaded/attachment/392925.pdf
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①児童生徒自らが記録し、学期、学年、入学から卒業までの学習を見通し、

振り返るとともに、将来への展望を図ることができるものとする。

②学校生活全体及び家庭、地域における学びを含む内容とする。

③学年、校種を越えて持ち上がることができるものとする。

④大人（家族や教師、地域住民など）が対話的に関わることができるもの

とする。

⑤詳しい説明がなくても児童生徒が記述できるものとする。

⑥学級活動・ホームルーム活動で「キャリア・パスポート」を取り扱う場合

には、その内容及び実施時間数にふさわしいものとすること。

平成３１年３月２９日文部科学省より

学級活動（３）キャリア・パスポートの活用

①「キャリア・パスポート」の学年間の引継ぎは、原則、教師間で行うこととし

ている。

校種間の引継ぎは、原則、児童生徒を通じて行うこととしているので留

意すること。

②小・中学校においては、進学先への確実な引継ぎに留意すること。特に

中学校から高等学校への引継ぎなど、学校設置者が異なる学校へ引継

ぎの場合は、特に配慮を要すること。

③高等学校に進学しない中学生においては、確実に本人に返却すること。

令和3年2月１９日文部科学省より

「キャリア・パスポート」の学年・校種間の引継ぎ
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ワークショップの流れ

学級活動（１）について

①どのような指導改善・学習改善が

必要か

②どのような実践をしてきたか

協議２

本時の活動

目的 議題（題材） 話合いの流れ

（
１
）

合意形成
・みんなで取り組
みたいこと、解決
したいことなど

学級全員で
「議題」を決定

〇議題の確かめ
〇出し合う
〇くらべ合う
〇まとめる（決める）
〇話合いのまとめ

（
２
）
・
（
３
）

意思決定

・一人一人の課題

※（２）は生活上の課題
※（３）は将来を見通し
た生活や学習に関する
課題

教師が
「題材」を設定

〇つかむ

〇さぐる

〇見つける

〇決める

〇実行する
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事前の指導

後期（2学期）に向けて係活動をもっ
とレベルアップさせたい。（高学年）

本時の話合い活動
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学級活動（１）の指導計画を作ろう

まとめ

児童生徒が自分たちの学級
や学校の生活をよりよくする
ために、議題を見いだし、話
し合い、合意形成したことに
協働して取り組むとともに、
一連の活動を振り返り、次の
課題解決へつなげる。このよ
うな営みを通して、自治的能
力を育てていきましょう。

「みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動(小学校編)」(教師用指導資料)（平成30年12月）p94

参考資料

・小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説
特別活動編

・「指導と評価の一体化」のための学習評価に
関する参考資料 小学校 特別活動

・小学校特別活動映像資料 国立教育政策研究所
教育課程研究センター（令和４年３月）

・みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる
特別活動 小学校編 国立教育政策研究所
教育課程研究センター
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